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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 禁煙補助薬であるバレニクリンにより禁煙達成率が向上している。しかし、   バレニクリンに
よる禁煙が、心血管イベント発症リスクにいかに関与するかについては議論が分かれている。 
上腕動脈に対する経皮的超音波検査で検討しうる項目のうち、血流依存性血管拡張反応（Flow 
mediated dilation（FMD））は血管内皮機能と血管平滑筋機能を、     ニトログリセリン誘発
血管拡張反応（Nitroglycerin-induced dilation（NID））は  血管平滑筋機能を、そして、上腕動脈
血管内膜中膜複合体（Brachial artery intima-media thickness（BaIMT））は血管形態をそれぞれ現す
ことが知られている。本研究は、これらを指標としてバレニクリンによる禁煙治療が、血管機能形態
にどのように関与するかについて検討したものである。 




めた。FMD は有意に改善し、NID と BaIMT に変化はみられなかった。また、禁煙前後の FMD 改善
には、禁煙前 FMD 値が有意な独立因子であった。なお、   禁煙前 FMD 値には、高血圧併存が
有意な独立因子であった。 
以上よりバレニクリンによる禁煙に伴う血管機能改善が、血管平滑筋機能や   血管形態の改善に
よるものではなく、血管内皮機能の改善による可能性が示唆   された。また、FMD 変化に対し
て禁煙前 FMD 値が関連したことから、禁煙前 FMD 値が低値でも禁煙による FMD 改善は起こりうる
ことが示唆された。さらに、禁煙前 FMD 値は高血圧の併存が関連していたことから、高血圧併存患
者ではバレニクリンを用いた 禁煙治療で FMD が改善しやすい可能性を示唆された。 
 
本研究におけるこれらの結果は、バレニクリンによる禁煙治療によって起こる血管機能形態の変化と
関連因子に関する新しい知見を与えるものである。よって、本研究者は博士（医学）の学位を授与さ
れるに値するものと判定された。 
